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• 各都道府県が全数把握をしなくなるのでこの地図も必要無くなる可能性大



このデータは Our World in Data 
日経のデータは ｼﾞｮﾝｽﾞﾎﾌﾟｷﾝｽ大学





100万人当たりの1日の死亡者数



WHOテドロス氏 新型コロナ終息傾向



一週間を振り返って
•9月9日 パキスタンの洪水被害４兆円越えか

•9月10日 安倍氏の国葬で自衛隊弔砲19発踏襲

•9月11日 チャールズ新国王即位 習近平が祝電

•9月12日 ｵﾐｸﾛﾝ株対応ﾜｸﾁﾝ承認 来週から接種開始

•9月13日 ﾆｭｰﾖｰｸ株今年最大の下げ幅 ｲﾝﾌﾚ8.4%

• ｷﾘﾝがﾌﾟﾗｽﾞﾏ乳酸菌をｺｶｺｰﾗに提供

•9月14日 オリパラ汚職 角川会長逮捕へ

•9月15日 パタゴニア創業者 全株式を環境保護団体へ



富豪の一歩
•ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱ創業者 全
株式を環境団体に

•子ども達も納得

•地球が唯一の株主

•環境負荷の少ない
製品を製造

•今後はロゴ入りの
製品作らず



エリザベス女王崩御後の問題



エリザベス女王の国葬
•イギリス下院で国葬で執り行うことが可決される

•９月19日にｳｴｽﾄﾐﾝｽﾀｰ寺院で行われる

•ｳｴｽﾄﾐﾝｽﾀｰ宮殿に安置され一般の弔問を受ける

•「国民の母」と慕われて多くの弔問者が詰めかける

•国民に寄り添った70年間の成果

•イギリス国内には王室存続への疑問を呈する人も

•イギリスの植民地政策に言及しなかった事への批判

•チャールズ国王に対しての批判もある





今後のイギリス王室
•イギリス国内外で君主制から共和制への移行を訴
える声が高まる可能性

•ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王の人気で

何とか保ってきた

•年々支持率が低下

•南米ｱﾝﾃｨｸﾞｱ・ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ

が共和制への国民投票



背景にある資産問題
•イギリス王室の王室助成金

• クラウンエステート 国内の不動産143億ﾎﾟﾝﾄﾞ

• この収益から支出される 5000万ﾎﾟﾝﾄﾞ（82.5億円）

•王族公領

• 皇太子領 ｺｰﾝｳｵｰﾙ領 2400億ﾎﾟﾝﾄﾞ

•個人的収入

• エリザベス女王 2350万ﾎﾟﾝﾄﾞ

•相続税はなし 一般国民は相続税40％ 今後国民の不満になる



天皇家
•基本的に納税の義務はない

•天皇家の費用は税金から支出されている

• 内廷費 3.24億円 日常生活に必要な費用

• 宮廷費 67.3億円 儀式 訪問等の費用 修繕費

• 皇族費 2.6億円 皇族の品位を保つため

•昭和天皇の遺産 金融資産+美術品 18.7億円

• 上皇が支払った相続税 4.28億円



日本でこんな研究が



理化学研究所が熱い
•埼玉県和光市に本部を置く国立の基礎科学研究機関

•1921年に創立 物理学、化学、工学、生物学、医科学
など基礎研究から応用研究を行う

•最初の発見 ビタミンA 「理研ヴィタミン」として製品化

•戦時中は原爆の研究も ⇒GHQによって解体

•1948年に財団法人として再出発

•感染症や電子計算機「京」に開発など多面にわたる

•今回の２つの研究 赤ちゃんとゴキブリ



泣いている赤ちゃんを
どうすれば泣き止むか



昆虫をサイボーグ化



ゴキブリをサイボーグ化



理研の発表映像



気象について少しだけ







海面水温 9月14日





ウクライナ情勢



韓国中央日報が最初に流す

•情報の出どこ
ろによる

•情報の得方

•SNS

•ＹＯＵＴＵＢＥ

•等様々

ミリレポという情報サイト
サバテクノロジーという会社



日本の新聞には出てこない
•ｱﾝﾄﾞﾚｲ・ｼ
ﾁｪｳﾞｫｲ中
将

•西部軍管
区司令官

•司令官ｸﾗｽ
の捕虜だと
すれば第
二次世界
大戦以来



情報の出し方
•情報源がしっかりしている
•他の情報源も同様の内容を提示している
•相手側も追認している
•今回のハリキウ州奪還に関して
•ｳｸﾗｲﾅ 6000㎢を奪還 ﾛｼｱによる民間人拷問指摘
•ﾛｼｱ 軍隊の立て直し中 ｳｸﾗｲﾅによる民間人拷問指摘
•情報合戦になっている
•ザポロジエ原発への攻撃も同様に双方に責任を押し付
けている





ロシアは３月以来戦死者数を出さず

•3/25 戦死者1351人 負傷者3825人

•ｵﾘｶﾞﾙﾋの一員でありﾌﾟｰﾁﾝ批判で投獄経験もあるﾎ
ﾄﾞﾙｺﾌｽｷｰ氏が入手したロシア財務省資料

•8月28日時点 戦死者48759人

•補償金(慰労金と保険金)として3614億ﾙｰﾌﾞﾙ支出

•ウクライナ側の発表 戦死者52950人 9/12

•ｱﾒﾘｶ国防省 8月上旬 死傷者7～8万人

アフガン戦争の10年間の戦死者15051人



ロシア軍の撤退と国内事情



このニュースも大きな違いが
•ｳｸﾗｲﾅ軍側は広
範な範囲をロシ
ア軍から奪還し
たと発表

•ロシア軍は敗走
している

•親ロシア派は事
実ではないと発
信している



政権側の主張と今後の動き
•特別軍事作戦は続行 目的達成まで継続

•プーチン大統領は国防相・軍部と24時間体制で連絡
を取っており、状況は全て掌握している

•一方で兵士の追加募集の法令に署名

•各地で徴兵を実施

•思ったように兵が集まらない 治癒した負傷者再任

•受刑者に恩赦を与えて兵士に勧誘

•6か月の兵役後保釈 月給は46万円 死亡1200万円

国内10か所余りで放火事件発生





各国のｳｸﾗｲﾅ支援額

温度差がクッキリ
今回集められなかった資料で月別
の支援額のグラフがあった
そこには２月から６月までは各国が
支援していたが、７月ヨーロッパか
らの支援がゼロになっていた
８月に入ってドイツが支援した
長引く中で先が見えない不安



今後どうなるのか
•ウクライナはクリミアを含むすべての土地からロシア
が撤退することを条件

•ロシアはロシア系住民の住む東部・南部をロシアに
編入すること

•双方の折り合いは取れないと思われる

•各国の支援がどうなっていくのか

•ウクライナに対してはアメリカ、EU各国に温度差

•ロシアに対しては中国がどう出るか



ウクライナの今後は
•現状は有利に展開できている

• 収束は何時？ それまで支援が続くか

• 失地回復 ｸﾘﾐｱ半島奪回まで視野に入れているが

• 余り強く出るとﾌﾟｰﾁﾝの戦略に不安

• 所かまわず攻撃してくる 戦術核兵器の使用

•国連総会 21日にｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領の演説予定

• ビデオ 変り映えしないので効果低い

• 直接登壇 効果高い Topがいない 暗殺の危険性



露中首脳会議から見る



今回の会議で
•中国主導の多国間協力機構 三悪対策 経済文化

•ウクライナ侵攻後初の中露首脳会談

•ロシアは自身の正当性主張と援助要請が主眼

•中露首脳会談ではお互いの立場を確認し協力主張

•ロシア 中国の立場を評価し台湾問題でｱﾒﾘｶ批判

•中国 世界の安定をもたらすために努力 貿易など
実務的な面で協力を深化させたい

•最終的にどのような共同声明が出るのか



ロシアと中国の駆け引き
•ロシアは直接中国に協力を申し出ることはない

• ロシアとして中国の立場の下に位置するのは嫌

• 中国も現状では直接的な協力は期待できず

• 世界に対して結束の強いことを表明する事優先

•中国はｳｸﾗｲﾅ侵攻に対しての世界の眼を気にする

• 台湾併合の方法を探る

• 来月の党大会で三選されるためには無理できず

• アメリカを牽制する必要はある



旧統一教会問題が拡大



韓国で開催された旧統一教会
文鮮明没後10年記念大会



旧統一教会の問題が大きくなっている

•安倍元首相の銃撃事件がもたらした問題

•旧統一教会に関する話題が次第に大きくなっていく

•なぜ今取り上げられるようになったのか

•旧統一教会（現世界平和統一家庭連合）の問題点

•霊感商法は無くなっているが現在でも多くの献金問
題などが話題になっている

•田中会長はコンプライアンスをしっかり定めたのでそ
のようなことはないと発表している





統一教会で売られた壺



•相談件数は減少して
きている

•被害額も初期から比
べると減少

•しかし被害の総額は
1200億円にものぼる

•教団側が発表してい
る徹底したｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝ
ｽで現在は問題ない
ということにはならな
い

公益財団 国際宗教研究所
の資料から



現在でも多くの献金が行われている
•献金というのは別に大きな問題とはならない

•使用目的や金額、献金の強要などがポイント

•お寺の修繕や新築などで呼びかけるなどは一般的

•今と旧統一教会は183万円献金が行われている

•文鮮明103歳 韓鶴子80歳 真の父母様の為

•来年の５月まで

•「天苑宮」建設のため





もう１つ
•文鮮明の悲願
•日韓トンネル
•国際ハイウェイ財
団
•壱岐や唐津で試掘
•1mm５万円献金
•麻生氏も一時顧問
•問題をどう考える
か？





その他の関連施設・団体等
•宗教・政治関連
• 世界平和超宗教超国家連合 （IIFWP 国連NGO）
• 国際宗教自由連合（ICRF）
• 国際勝共連合（IFVOC）
• 日韓トンネル研究会
• 世界平和国会議員連合（IAPP）
• 世界平和女性連合 （WFWP 国連NGO）
• 世界平和連合
• 天宙平和連合（UPF）









少し古い資料ですが



世界平和統一家庭連合
•教義 1966年に初版が刊行された『原理講論』

• メシア（救世主）は文鮮明氏

• キリスト教精神に基づく共生社会の建設

• 共産主義に勝つ ＞勝共

• 性的道徳や異なる宗教、国家、人種の間の

和解をめざす ＝平和な世界建設をめざす

•世界に広まる

•宗教として異端であるとして認められない国もある

キリスト教からは異端視

世界で伝道している人の多くは日本人という

キリストの再来



勝共と反共の違い
•1968年 国際勝共連合設立 ＞反共産主義

• 岸信介：反共親米派 ここでつながりができる

•笹川良一氏も統一教会に共鳴

•反共という路線で長く連携

•文鮮明は共産主義を打倒する

のではなく取り込んでいく

•共産主義が無くなれば良い

•＝共産主義に勝つ



旧統一教会の戦略
•全国霊感商法対策弁護士連絡会の渡辺弁護士の話
•2000年頃 自民党を中心に教会員が国会議員の秘
書になっていた ＞その数は百数十名という
•統一教会員を名乗らず秘書になってた人もいる
•秘書は教会に逐次報告し指示を受けていた
•特に選挙では重要な構成員
•地方選挙や全国区のような所ではかなりの影響力

•教会の目標を政治に反映していく



旧統一教会の対日姿勢
•韓国はメシアの国 日本はサタンの国

• 日本人は韓国人に対して重い原罪を負っている

• 古代から韓国に対して侵略を繰り返している

• 徴用工や従軍慰安婦など大きな罪を犯した

• この罪を償うためには献金していくしかない

• 原罪を償うためには聖なるものを買う必要がある

• 日本人の結婚相手は動物でももったいない

• ＞教祖が組み合わせた人と結婚することが最良


